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新得高等支援学校開校から１年豊
かな自然の中で

かな地域資源を生かし

かな「生きる力」を育てる

特集

　十勝圏の特別支援学校高等部への進学希望者の増加に対応するために、新得高等学校の空き教室
を活用した「新得高等支援学校」が平成28年４月に開校してから１年が経過しました。
　今回は、新得高等支援学校との行政や地域の関わり、昨年の支援学校の取り組みなどについて紹
介します。

支
援
学
校
の
授
業
の
特
色

　

新
得
高
等
支
援
学
校
に
は
木
工
科
と
家

庭
総
合
科
（
家
庭
総
合
科
は
今
年
４
月
に

新
設
。
現
在
の
２
年
生
は
家
庭
科
）が
あ
り
、

そ
の
授
業
に
は
普
通
教
科
の
ほ
か
、
週
10

時
間
程
度
の
作
業
学
習
が
あ
り
ま
す
。

　

作
業
学
習
は
、
働
く
活
動
を
通
し
て
勤

労
の
体
験
を
豊
か
に
し
、
そ
の
意
義
を
理

解
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
職
業
自
立
や

社
会
自
立
を
目
指
し
、
必
要
な
基
礎
的
・

基
本
的
な
能
力
や
実
践
的
な
態
度
を
育
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

木工科の学習の様子家庭総合科の学習の様子

新
得
に
学
校
が
で
き
た
経
緯

北海道の中学校卒業者（棒グラフ）と
特別支援学校高等部１年（折れ線グラフ）の生徒数の推移

（平成）

（人）

町
と
し
て
の
支
援

　

平
成
28
年
４
月
に
新
得
高
等
支
援
学
校

が
開
校
し
た
こ
と
に
伴
い
、
６
月
に
は
新

得
高
等
支
援
学
校
協
力
会
が
赤
木
英
俊
会

長
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）
の
も
と

発
足
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
協
力
会
の
活
動
を
補
助

し
、
間
接
的
に
支
援
学
校
の
運
営
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

・
通
学
の
補
助

　

新
得
高
等
支
援
学
校
は
、
通
学
制
の
た

め
、
多
く
の
生
徒
が
町
外
か
ら
バ
ス
な
ど

を
利
用
し
て
通
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
通
学

の
た
め
に
、
拓
殖
バ
ス
に
通
学
バ
ス
を
運

行
し
て
も
ら
い
、
そ
の
バ
ス
の
路
線
維
持

の
た
め
、
赤
字
分
を
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

　

・
実
習
バ
ス
の
運
行

　

生
徒
が
行
う
校
外
作
業
学
習
の
バ
ス
を

手
配
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
町
有
バ

ス
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
空
い
て
い
な

い
場
合
に
町
内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
を
利
用

し
、
そ
の
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
の
費
用
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

　

・
材
料
費
や
活
動
費
を
補
助

　

社
会
貢
献
活
動「
さ
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

や
作
業
学
習
の
材
料
、
消
耗
品
な
ど
の
費

用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
祭

や
そ
ば
祭
り
で
配
布
す
る
学
校
紹
介
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
作
成
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

《
支
援
の
例
》

（人）

　

北
海
道
で
は
、
中
学
校
の
卒
業
者
数
は

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
特
別
な
支
援
を
必

要
と
す
る
生
徒
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

十
勝
圏
で
も
、
小
・
中
学
校
の
特
別
支

援
学
級
の
在
籍
状
況
か
ら
、
平
成
32
年
度

ま
で
は
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
平
成

28
年
度
に
十
勝
管
内
で
２
学
級
相
当
の
間

口
の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
候
補
地
と
し
て
選
ば

れ
た
の
が
新
得
町
で
し
た
。
支
援
学
校
で

は
、
現
場
実
習
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、

福
祉
施
設
や
ホ
テ
ル
、
作
業
所
な
ど
の
受

入
先
が
多
数
見
込
め
る
こ
と
、
通
学
型
の

支
援
学
校
を
予
定
し
て
い
た
こ
と
か
ら
交

通
の
便
が
良
い
こ
と
な
ど
が
考
慮
さ
れ
、

平
成
26
年
９
月
に
「
新
得
高
等
支
援
学
校
」

の
設
置
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

地
域
と
関
わ
る
取
り
組
み
も

　

支
援
学
校
で
は
、
作
業
学
習
の
ほ
か
、

ど
の
よ
う
な
学
習
活
動
を
行
っ
て
い
る

か
地
域
に
知
っ
て
も
ら
う
、
ま
た
、
生

徒
が
地
域
と
関
わ
っ
て
多
く
の
こ
と
を

学
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
地
域
と
関
わ

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

○
校
外
作
業
学
習

　

週
１
回
町
内
の
職
場
で
働
く
こ
と
を

通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
経
験
し

ま
す
。
そ
の
経
験
を
通
し
て
将
来
の
進

路
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
サ
ホ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
に
協

力
を
い
た
だ
き
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け

る
仕
事
の
姿
勢
や
働
く
こ
と
の
意
義
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
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校
長
先
生
か
ら
一
言

　

平
成
28
年
４
月
に
生
徒
９
名
、
教
職
員

20
名
で
開
校
し
た
「
北
海
道
新
得
高
等
支

援
学
校
」
は
、
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ

て
１
年
目
を
終
え
、
今
年
４
月
に
新
た
に

16
名
の
生
徒
を
迎
え
入
れ
、
教
職
員
も
25

名
に
増
え
て
２
年
目
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
「
入
学
式
」
で
は
、
た
く
さ

ん
の
ご
来
賓
の
方
々
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
、
学
校
と
し
て
の
は
じ
め
て
の
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
同
じ
校
舎
で
学
ぶ
新
得

高
校
と
「
体
育
祭
」、「
学
校
祭
」、「
全
校
遠

足
」、「
球
技
大
会
」
な
ど
の
行
事
を
合
同
で

行
い
ま
し
た
。
両
校
の
生
徒
が
交
流
を
深

め
る
良
い
機
会
と
な
り
、
今
年
は
さ
ら
に

交
流
を
深
め
、
共
に
成
長
で
き
る
よ
う
に

一
層
充
実
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

２
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
昨
年
以
上

に
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
体
験
的
・
実

践
的
な
学
習
を
推
進
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
２
年
目
の
新
し
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
へ
向
け
、
町
内
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
さ
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

木
工
科
と
家
庭
科
の
作
業
を
通
じ
て
、

新
得
町
内
小
学
校
新
１
年
生
に
入
学
記

念
品
を
贈
る
社
会
貢
献
事
業
で
す
。

　

昨
年
８
月
に
浜
田
正
利
町
長
が
木
工

科
に
木
製
ス
ツ
ー
ル
（
椅
子
や
机
に
な

る
製
品
）
を
、
家
庭
科
に
ク
ッ
シ
ョ
ン

を
注
文
し
ま
し
た
。

　

入
学
記
念
品
は
、
ス
ツ
ー
ル
の
高
さ

の
調
整
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
刺
し
ゅ
う
に

こ
だ
わ
り
、
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
、

半
年
を
か
け
て
製
作
さ
れ
、
今
年
４
月

に
町
内
各
小
学
校
の
新
１
年
生
一
人
ひ

と
り
に
生
徒
が
直
接
手
渡
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
製
作
を
通
じ
て
商
品

価
値
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
児
童
の

喜
ぶ
姿
を
見
て
、
製
作
へ
の
満
足
感
や

達
成
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

○
現
場
実
習

　

町
内
の
事
業
所
４
箇
所
（
役
場
、
く

っ
た
り
温
泉
レ
イ
ク
イ
ン
、
有
限
会
社

土
田
農
産
、
植
村
土
建
株
式
会
社
）
で

５
日
間
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
頑
張
っ

た
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
課
題
な
ど
に

つ
い
て
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新得高等支援学校
校長　　日向正明

地
域
全
体
で
の
協
力
と
支
援

を
　

校
外
作
業
学
習
や
現
場
実
習
な
ど
を

行
う
う
え
で
は
、
受
入
先
の
確
保
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
関
係
課
、
町
内
事
業
所
、

学
校
協
力
会
と
連
携
し
て
情
報
共
有
し

な
が
ら
、
学
校
で
の
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　

来
年
は
、
開
校
３
年
目
と
な
り
、
初

年
度
に
入
学
し
た
生
徒
も
卒
業
に
向
け

た
進
路
選
択
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

進
路
先
を
選
ぶ
う
え
で
、
町
内
で
の
就

職
も
重
要
な
選
択
肢
の
一
つ
と
な
り
ま

す
。

　

生
徒
が
希
望
す
る
進
路
を
選
択
す
る

た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
見
つ
け

る
こ
と
、
実
現
に
向
け
た
目
標
を
明
確

に
決
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
多
く

の
こ
と
を
体
験
し
、
経
験
を
積
む
こ
と

で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
養
い
、
社
会

に
貢
献
す
る
こ
と
の
理
解
が
深
ま
り
、

将
来
の
選
択
肢
も
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が

学
校
生
活
を
通
し
て
、
積
極
的
に
社
会

に
参
加
し
、
地
域
の
中
で
学
び
成
長
し

て
い
く
た
め
に
、
地
域
全
体
で
協
力
し
、

学
校
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

４
月

　

こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
「
新
得
高
等
支
援

学
校
」。
木
工
科
６
人
、
家
庭
科
３
人
が

入
学
し
、
学
校
の
歴
史
・
伝
統
づ
く
り
の

は
じ
め
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

入
学
式

５
月

体
育
祭

　

新
得
高
校
と
合
同
で
初
め
て
行
う
行
事
。

生
徒
に
と
っ
て
交
流
を
図
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。「
大
縄
跳
び
」、「
綱
引
き
」、

「
リ
レ
ー
」
に
挑
戦
。
練
習
の
成
果
を
十
分

に
発
揮
し
、
団
結
力
が
深
ま
り
ま
し
た
。

７
月

学
校
祭

　

「
開
校
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ち
ぎ
り
絵

で
校
章
を
作
っ
た
り
、
ク
ラ
ス
発
表
で

は
学
校
紹
介
や
校
歌
を
披
露
し
た
り
し

ま
し
た
。

　

学
校
紹
介

の
場
面
で
は
、

地
域
の
方
々

と
も
交
流
し
、

学
校
の
こ
と

を
知
っ
て
も

ら
う
良
い
機

会
と
な
り
ま

し
た
。

10
月

全
校
遠
足

　

８
月
末
か
ら
の
台
風
の
影
響
に
よ
り
、

強
歩
遠
足
の
予
定
を
変
更
し
て
新
得
町

内
を
歩
き
、
被
災
状
況
の
見
学
を
行
い

ま
し
た
。
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、

防
災
の
意
識

と
地
域
で
の

助
け
合
い
に

つ
い
て
考
え

る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
男
女

１
チ
ー
ム
ず
つ
が
出
場
し
ま
し
た
。
勝
て

な
か
っ
た
試
合
が
多
く
、
悔
し
さ
を
に
じ

ま
せ
る
生
徒
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
諦
め

ず
に
頑
張
る

姿
や
団
結
し

て
励
む
姿
も

見
ら
れ
、
心

身
と
も
に
さ

ら
な
る
成
長

に
つ
な
が
る

１
日
と
な
り

ま
し
た
。

12 
月

球
技
大
会

　

十
勝
サ
ホ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
で
行
っ
た
２

泊
３
日
の
宿
泊
研
修
。
普
段
、
校
外
作

業
学
習
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ホ
テ

ル
に
宿
泊
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
立

場
か
ら
自
分
た
ち
の
作
業
学
習
を
見
直

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
日
間
の
研
修
は
、
ス
キ
ー
学
習
の

ほ
か
、
新
得
そ
ば
の
館
で
そ
ば
打
ち
体

験
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

　

宿
泊
研
修
中
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、

最
終
日
に
は
全
員
で
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
っ

て
頂
上
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
徒
同
士
の
絆
が
ぐ
っ
と
深
ま
る
宿

泊
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

２
月

宿
泊
研
修

平成２８年度
を振り返る

新
得
高
校
と
の
合
同
行
事
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５月３１日
チャレンジデー

Challenge Day

5/28 新得中学校体育祭

屈足南小・屈足中合同大運動会６/６

６/３ 富村牛小中学校・こじか園・
トムラウシ町内会大運動会

町内各小学校運動会・中学校体育祭が開催！

　

人
口
規
模
が
近
い
自
治

体
同
士
が
ス
ポ
ー
ツ
の
参

加
率
を
競
う
イ
ベ
ン
ト「
チ

ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
に
今
年

で
７
回
目
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。

　

開
催
を
２
週
間
後
に
控

え
た
５
月
17
日
、
対
戦
相

手
の
岩
手
県
軽
米
（
か
る

ま
い
）
町
の
山
本
賢
一
町

長
と
浜
田
正
利
町
長
が
電

話
で
「
お
互
い
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
を
縁
に

町
の
交
流
が
深
ま
れ
ば
」

と
エ
ー
ル
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

５
月
31
日
に
行
わ
れ
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
結
果

は
、
新
得
町
の
参
加
率
は

67
％
（
４
２
２
３
人
）、
対

戦
相
手
の
岩
手
県
軽
米
町

は
67
・
９
％
と
惜
し
く
も

破
れ
、
通
算
戦
績
は
３
勝

４
敗
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
通
算
７
回
の

参
加
の
中
で
最
高
参
加
率

と
な
り
、
今
ま
で
の
最
高

参
加
率
66
・
５
％
（
平
成

26
年
度
）
を
上
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
運
動
を
習
慣

づ
け
、
健
康
な
体
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

ラジオ体操（屈足）

ラジオ体操（なごみ）

ビーバー 12 時間駅伝

パークゴルフ交流

ゲートボール大会 屋内パークゴルフ ノルディックウォーキング

歩こう、走ろう会

ふるさと e ヨーガ

ミニバレーの集い

上佐幌ミニバレー

ゴミ拾いウォーキング

新得山ハイキング

卓球交流

屈足スポーツの集い
（ミニバレー）

屈足スポーツの集い
（フロアカーリング）

屈足スポーツの集い
（パークゴルフ）

※新得小学校の運動会は次号で紹介します。

ラジオ体操（新小）
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（株）新得町畜産振興公社

　
（
株
）
新
得
観
光
振
興
公
社
は
、
国
民
宿
舎
東
大
雪
荘
の
管
理
・

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
前
年
度
に
源
泉
掛
け
流
し
式
に
改
修
し
た
こ

と
か
ら
、
お
客
様
の
利
用
が
増
え
、
４
月
〜
７
月
ま
で
好
調
に
推

移
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
８
月
に
相
次
い
で
襲
来
し
た
台
風
の
被

害
に
よ
り
、
道
路
が
崩
壊
す
る
な
ど
、
約
１
ヶ
月
半
も
の
間
休
業

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
営
業
再
開
後
も
、
Ｊ
Ｒ
の
不
通
や
日

勝
峠
の
通
行
止
め
な
ど
台
風
被
害
の
影
響
が
長
引
き
、
年
間
の
総

宿
泊
客
数
は
前
年
比
93
・
９
%
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
景
気
回
復
傾
向
の
追
い
風
に
加
え
、
源
泉
掛
け
流
し

式
の
い
い
お
湯
を
Ｐ
R
し
、
よ
り
有
効
に
集
客
に
つ
な
げ
る
た
め

の
企
画
商
品
開
発
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
、
旅
行
サ
イ
ト
の

活
用
を
中
心
に
、
特
別
感
の
あ
る
温
泉
と
し
て
の
知
名
度
の
向
上

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
（
株
）
新
得
町
畜
産
振
興
公
社
は
、
町
営
育
成
牧
場
の

管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
町
内
預
託
牛
を
適
正
に
飼
養
管
理
す

る
た
め
、
哺
育
舎
・
育
成
舎
等
の
施
設
整
備
、
作
業
機
械

の
購
入
、
採
草
地
の
更
新
を
行
い
、
放
牧
１
１
８
１
頭
、

舎
飼
９
７
４
頭
、
哺
育
５
０
２
頭
（
い
ず
れ
も
１
日
平
均
）

の
預
託
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
放
牧
１
１
８
３
頭
、
舎
飼
９
４
４
頭
、
哺

育
６
６
０
頭
の
預
託
を
計
画
。
牧
場
整
備
で
は
、
伝
染
病

の
予
防
と
し
て
、
野
生
鳥
獣
進
入
防
止
の
防
鳥
ネ
ッ
ト
や
、

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
消
毒
機
械
の
設
置
を
計
画
し
、
環
境
整

備
の
強
化
を
図
り
、
預
託
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

（株）新得観光振興公社

貸借対照表 損益計算書
自平成 28 年４月 1 日

平成 29 年 3 月 31 日現在　　　　　　　　　　　　（単位：円） 至平成 29 年３月 31 日（単位：円）

資産の部 負債の部 売上高 241,769,525

流動資産 73,987,852 流動負債 15,634,147 売上原価 107,551,066

 現金・預金 25,680,239  未払金 15,361,557 一般管理費 144,273,480

 売掛金 23,059,865  預り金 101,690 営業利益 △10,055,021

 未収入金 1,224,122  未払法人税等 130,900 営業外収益 4,315,907

 立替金 388,800  法人税充当額 40,000 営業外費用 775,874

 未収入法人税等 776,300 固定負債 55,990,431 経常利益 △ 6,514,988

 貯蔵品 22,858,526  退職給付引当金 1,291,538 特別利益 0

 長期借入金 43,981,933 特別損失 0

  長期未払金 10,716,960 税引前当期純利益 △ 6,514,988

 負債合計　 71,624,578 法人税等 80,000

純資産の部 当期純利益 △ 6,594,988

固定資産 44,546,841 資本金 10,000,000 前期繰越利益 53,505,103

 有形固定資産 44,308,461 剰余金 36,910,115 当期未処分利益 46,910,115

 投資等 238,380 うち当期利益 △ 6,594,988  

繰延資産 0

 施設負担金 0 純資産合計 46,910,115

資産合計 118,534,693 負債・純資産合計 118,534,693

貸借対照表 損益計算書
自平成 28 年４月 1 日

平成 29 年 3 月 31 日現在　　　　　　　　　　　　（単位：円）至平成 29 年３月 31 日（単位：円）

資産の部 負債の部 売上高 109,053,107

流動資産 19,960,310 流動負債 26,119,489 売上原価 27,417,275

 現金・預金 11,775,617  買掛金 2,214,907 販売費及び一般管理費 98,590,847

 売掛金 2,518,346  短期借入金 17,000,000 営業利益 △16,955,015

 商品 2,194,364  未払金 4,199,042 営業外収益 5,284,124

 貯蔵品 702,565  未払法人税等 80,000 営業外費用 1,701,780

 原材料 2,085,645  未払消費税 1,587,700 経常利益 △13,372,671

 未収入金 683,773  前受金 50,280 特別損失 65,708

 未収法人税等 0  預り金 987,560 税引前当期純利益△13,438,379

法人税等 80,000

固定資産 6,700,918  当期純利益 △13,518,379

 有形固定資産 6,618,740 前期繰越利益 △ 939,882

 投資等 82,178 負債合計 26,119,489 当期未処分利益△14,458,261

純資産の部

資本金 10,000,000

剰余金 △9,458,261  

 純資産合計 541,739

資産合計 26,661,228 負債・純資産合計 26,661,228

第３セクターの決算状況
　町が出資している法人で出資割合が50％を超える法人の決算について、平成28年度の貸借対照表と
損益計算書を掲載します。

用語解説

・流動資産
通常１年以内に現金化、費用化ができるもの

・流動負債
１年以内に支払いの期限が到来する債務のこと

・固定負債

１年以上先に支払い期限が到来する債務のこと

・剰余金
会社の純資産額が法定資本（資本金など）を超

えた金額

・純資産合計

資本金と剰余金の合計

・当期未処分利益
使途を確定していない利益のことで、繰越利益、

積立金の取り崩し額など、当期、前期関係なし

に利益となり得るものをすべて当期純利益に足

したもの。

お問い合わせ先 保健福祉課 健康推進係

お問い合わせ先 保健福祉課 健康推進係    

 
 
・不育症治療費の助成に関する相談を行ってい

ます。

・ 回の治療につき 万円（夫婦の所得が

万円以上の場合は 万円）を助成しています。

・助成回数、助成対象年齢の制限はありません。

 

・特定不妊治療費、男性不妊治療費助成の相談

を行っています。

・ 回の治療につき 万円（夫婦の所得が

万円以上の場合は 万円）を助成しています。

・助成回数、助成対象年齢の制限はありません。

※北海道特定不妊治療相談窓口

帯広保健所 ℡：

「保健福祉センターなごみ」では、赤ちゃんに逢いたいと願っている方や、妊娠したけ

れど不安がある…と思っている皆さんのお手伝いができたらと思っています。

妊娠・不妊症・不育症に関する相談、体調に関することなど、お気軽にご相談ください。

・妊婦相談・妊婦訪問を行っています。

・妊婦健診費用の全額助成をしています。

・妊婦健康診査 回分・超音波検査６回分助成

と妊婦健診でかかった自己負担分の費用も全

額助成しています。（償還払いします）

※治療を行った場合にかかった費用は医療保険

適用となり、対象になりませんのでご注意く

ださい。

妊娠に関すること

不妊症に関すること
不育症に関すること

▷パパママサロンとは…
妊娠中を元気に乗り切り、安心して出産、子育てができるようにするサロンです。

日目は、日中お仕事のある方やパパも参加しやすい夜間に実施します。経産婦さんの方も楽しめます♪

日目はお昼にランチを作りながら交流を深めます。食事を見直したり、お友達作りの機会となります♪

▷プレママクラブとは…
妊娠後期の皆さんで、交流・赤ちゃんグッズ作りをしています。また、実際の赤ちゃんや先輩ママさんと交流

を行い、出産後の生活をイメージできます。

妊娠・不妊治療・不育症の相談について

① 平成 年 月 日（水）、 月 日（木）

② 平成 年 月 日（火）、 月 日（水）

平成 年度日程

① 平成 年 月 日（火）

② 平成 年 月 日（火）

③ 平成 年 月 日（火）

現在では 組に 組が不妊症と言われており、けっして珍しくない症状です。

町では治療の経済的負担軽減と少子化対策の充実を図ることを目的に治療費を助成

しています。平成 年４月 日から、助成内容や条件が変更となりましたのでお知

らせします。

治療期間１回についての助成金額です。 回

の通院の助成額ではないので、お間違えのな

いようにお願いします。

詳しくは町ホームページにも掲載しています
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新得・屈足消防団消防演習、新得消防団に水防功労者表彰　ほか 第１回新得町観光振興ビジョン検討会議、「人権の花運動」花苗等寄贈式　ほか

10

来
年
度
新
１
年
生
へ
入
学

記
念
品
を
製
作

さ
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

新
得
高
等
支
援
学
校
２
年
生
の
８
人

が
５
月
17
日
、
町
長
室
を
訪
れ
、
浜
田

正
利
町
長
か
ら
注
文
票
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
昨
年
か
ら
始

ま
り
、
来
年
度
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

新
１
年
生
へ
支
援
学
校
の
生
徒
が
製
作

し
た
入
学
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　

注
文
さ
れ
た
の
は
、
木
工
科
に
「
木

製
ス
ツ
ー
ル
（
椅
子
や
机
に
な
る
製
品
）

と
ベ
ン
チ
」、
家
庭
科
に
「
ク
ッ
シ
ョ
ン

と
ス
ツ
ー
ル
用
脚
カ
バ
ー
」
で
そ
れ
ぞ

れ
船
戸
真
宙
さ
ん
と
古
田
真
凜
さ
ん
に

注
文
票
が
手
渡
さ
れ
、
代
表
し
て
古
田

さ
ん
が
「
心
を
込
め
て
製
作
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

注文票を受け取った古田さん（左）と船戸さん
（中央）

思
い
や
り
の
心
を
育
む

「
人
権
の
花
運
動
」
花
苗
等
寄
贈
式

　

平
成
29
年
度
「
人
権
の
花
運
動
」
の
対

象
校
と
し
て
、
屈
足
南
小
学
校
が
選
ば
れ
、

５
月
18
日
、
花
苗
等
寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
運
動
は
児
童
ら
が
協
力
し
て

花
を
栽
培
す
る
こ
と
を
通
じ
て
命
の
大
切

さ
を
知
り
、
思
い
や
り
の
心
を
育
む
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

寄
贈
式
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
千

葉
照
映
さ
ん
か
ら
児
童
会
長
の
渡
辺
陸

玖
く
ん
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
、
佐
々
木

裕
二
人
権
擁
護
委
員
か
ら
は
「
花
を
育

て
る
こ
と
に
よ
っ
て
や
さ
し
い
心
を
持

っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

小
林
琉
花
児
童
副
会
長
が
「
今
日
寄
贈

し
て
も
ら
っ
た
花
を
大
切
に
育
て
て
い

き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

贈呈された花を植える児童会３役

日
頃
の
成
果
を
披
露

新
得
・
屈
足
消
防
団
消
防
演
習

　

新
得
消
防
団
（
廣
瀬
顯
嗣
団
長
）
の

消
防
演
習
が
５
月
20
日
に
行
わ
れ
、
団

員
42
人
が
出
動
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
25
日
に
は
、
屈
足
消
防

団
（
竹
浦
隆
団
長
）
の
消
防
演
習
が
行

わ
れ
、
団
員
34
人
が
出
動
し
ま
し
た
。

　

新
得
消
防
団
の
消
防
演
習
で
は
、
浦

山
兼
一
部
長
指
揮
で
の
小
隊
訓
練
、
ポ

ン
プ
操
法
訓
練
、
一
斉
放
水
、
分
列
行

進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
斉
放
水
で
は
、

川
の
水
を
汲
み
上
げ
、
８
本
の
ホ
ー
ス

か
ら
同
時
に
勢
い
良
く
放
水
が
行
わ
れ
、

天
気
も
相
ま
っ
て
綺
麗
な
虹
が
か
か
っ

て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、「
勤
続
表
彰
」
と
し
て

今
井
崇
敬
部
長
以
下
９
人
、「
精
勤
表
彰
」

と
し
て
浦
山
兼
一
部
長
以
下
５
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

屈
足
消
防
団
の
消
防
演
習
で
は
、
大

澤
亮
子
部
長
指
揮
で
の
小
隊
訓
練
、
ポ

ン
プ
操
法
訓
練
、
一
斉
放
水
、
分
列
行

進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
斉
放
水
で
は
、

５
本
の
ホ
ー
ス
か
ら
同
時
に
放
水
が
開

始
さ
れ
、
見
学
に
訪
れ
て
い
た
屈
足
保

育
園
の
園
児
か
ら
は
「
が
ん
ば
れ
」
と

暖
か
い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、「
勤
続
表
彰
」
と
し
て

香
川
彰
部
長
以
下
８
人
、「
精
勤
表
彰
」

と
し
て
小
川
竜
司
班
長
以
下
５
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

屈足消防団一斉放水 新得消防団一斉放水

交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
、

道
路
の
横
断
方
法
を
学
ぶ

園
児
の
交
通
安
全
講
習

　

町
内
の
年
長
園
児
を
対
象
と
し
た
交
通

安
全
講
習
が
５
月
24
日
、
26
日
に
行
わ
れ
、

園
児
54
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
習
で
は
、
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
坂

東
健
二
指
導
員
か
ら
道
路
の
横
断
方
法
を

学
び
、
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
っ
て
事
故
の
怖

さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

道
路
の
横
断
練
習
で
は
、
園
児
は
右
、

左
、
右
、
後
ろ
、
前
と
念
入
り
に
車
が
来

て
い
な
い
か
確
認
し
、
き
ち
ん
と
手
を
上

げ
て
道
路
を
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
新
得
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の

松
田
敏
幸
校
長
か
ら
「
今
日
は
み
ん
な
し

っ
か
り
と
車
に
気
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
事
故
に
合
わ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
」
と
注
意
が
あ
り
ま
し
た
。

台
風
災
害
に
お
け
る
水

防
活
動
を
表
彰

新
得
消
防
団
に
水
防
功
労
者
表
彰

　

新
得
消
防
団
の
廣
瀬
顯
嗣
団
長
と
岩

倉
弘
行
副
団
長
が
５
月
11
日
、
町
長
室

を
訪
れ
、
浜
田
正
利
町
長
と
田
中
透
嗣

副
町
長
に
平
成
29
年
度
水
防
功
労
者
（
団

体
表
彰
）
の
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
の
台
風
災
害
の
際
に
、
昼

夜
に
わ
た
り
水
防
活
動
を
行
い
、
被
害

の
軽
減
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
５
月
10
日
に
東

京
で
開
催
さ
れ
た
全
国
水
防
大
会
で
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

東
京
で
の
表
彰
式
に
出
席
し
た
岩
倉
副

団
長
は
「
災
害
が
起
き
な
い
に
越
し
た
こ

と
は
な
い
が
、
消
防
団
の
活
動
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
は
励
み
に
な
る
。
今
後
の
消
防

活
動
や
水
防
活
動
に
よ
り
一
層
邁
進
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

左から浜田町長、廣瀬団長、岩倉副団長、
田中副町長、増田消防署長

子
ど
も
た
ち
を
元
気
づ

け
た
い

商
工
会
青
年
部
が
学
用
品
を
寄
付

　

商
工
会
青
年
部
の
根
本
健
史
部
長
と

今
村
文
昭
副
部
長
、
宮
脇
丈
弥
副
部
長

が
５
月
17
日
、
教
育
長
室
を
訪
れ
、
学

習
帳

260
冊
と
、
折
り
紙

200
冊
を
武
田
芳

秋
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

根
本
部
長
は
「
昨
年
の
台
風
災
害
が

起
き
て
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
元
気
づ

け
る
何
か
が
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。

長
く
使
っ
て
も
ら
え
る
も
の
を
選
び
今

回
の
寄
付
を
決
め
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

寄
付
を
受
け
、
武
田
教
育
長
は
「
子

ど
も
た
ち
に
は
、
折
り
紙
で
楽
し
く
遊

び
、
学
習
帳
を
使
っ
て
た
く
さ
ん
勉
強

し
て
も
ら
え
れ
ば
学
力
向
上
に
も
つ
な

が
る
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

後
日
、
小
学
校
を
通
じ
て
学
習
帳
が
、

幼
稚
園
、
保
育
所
を
通
じ
て
折
り
紙
が

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

左から武田教育長、根本部長、今村
副部長、宮脇副部長

計
画
的
な
観
光
振
興
を

第
１
回
新
得
町
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

検
討
会
議

　

第
１
回
新
得
町
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

検
討
会
議
が
５
月
29
日
、
役
場
第
３
会

議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
・
実
行
す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
の

た
め
の
体
制
と
仕
組
み
を
構
築
し
、
観
光

入
込
客
数
の
増
加
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、

観
光
地
域
づ
く
り
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
町
内
事
業
者
な
ど
10
人
の
委

員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

「
外
国
語
表
記
を
増
や
す
べ
き
」、「
情
報

発
信
の
方
法
を
工
夫
す
べ
き
」
な
ど
の

意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
は
来
年
２
月
を
目
標

と
し
て
お
り
、
今
後
も
会
議
を
重
ね
、

効
果
的
な
観
光
振
興
を
図
る
た
め
の
課

題
整
理
を
行
い
ま
す
。
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ひ
と
こ
と
手
話
講
座      

            

〜
N
o
.

33
〜

○
（
金
額
が
）
高
い

右手親指と人差し指
で輪を作り、左手の
平から上げる

○
（
金
額
が
）
安
い

右手親指と人差し指
で輪を作り、左手の
平に下げる

　

広
報
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
か
ら

「
広
報
し
ん
と
く
５
月
号
」
を

読
ん
だ
感
想
・
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
「
屈
足
を
考
え
る
会
」
は
、

形
式
的
な
会
議
で
は
な
く
活

発
な
意
見
で
実
現
化
し
て
い

く
、
と
て
も
良
い
試
み
だ
と
思

い
ま
す
。

屈
足
の
活
性
化
と
問
題
解
決

と
な
る
と
内
々
の
発
想
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
広
い
視
点
か

ら
田
舎
に
対
す
る
社
会
の
ニ

ー
ズ
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い

け
れ
ば
、
今
後
の
町
づ
く
り
へ
大
き
く
寄

与
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
ひ
と
こ
と
手
話
講
座
は
イ
ラ
ス
ト
付
き

で
分
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

単
語
を
覚
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
今

後
簡
単
な
文
章
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て

い
た
だ
け
る
と
実
用
的
に
な
る
か
な
、
と

思
い
ま
す
。

▼
教
育
や
福
祉
の
分
野
が
多
く
労
働
者
層

の
情
報
が
少
な
い
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

様
々
な
分
野
で
活
躍
、
新
し
い
試
み
を
さ

れ
て
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
そ
う

い
っ
た
情
報
も
載
せ
て
い
た
だ
け
る
と
新

得
の
動
き
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
と
思
い

ま
す
。

広
報
へ
の
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
と

町
の
新
し
い
発
見
が
広
め
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。

▼
北
海
道
の
急
速
な
発
展
は
行
政
主
導
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
文
化
を
形
成
し

な
が
ら
発
達
さ
せ
て
い
っ
た
本
州
と
は
大

き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。

「
屈
足
を
考
え
る
会
」
は
住
民
に
よ
る
実

現
を
目
標
と
し
て
お
り
、
屈
足
の
新
し
い

ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
大
き
く
期
待
し
て

い
ま
す
。

▼
こ
れ
か
ら
活
動
的
な
時
期
と
な
り
記
事

も
多
く
な
っ
て
く
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
は
、発
足
当
初
の「
思
い
」

か
ら
含
め
て
歴
史
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
の
で
、
適
宜
順
番
で
過
去
を
振
り
返
り
、

改
め
て
そ
の
「
思
い
」
を
強
め
ら
れ
る
記

事
が
あ
れ
ば
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

広報モニターからの声

　

社
会
福
祉
法
人
輔
心
会
（
若
林
尚
理

事
長
）
が
か
ね
て
か
ら
建
設
を
進
め
て

い
た
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
ひ
ろ
ね
の
落
成
記
念
式
典
が
５
月
19

日
、
施
設
の
正
面
玄
関
前
で
開
か
れ
、

町
や
町
議
会
、
工
事
関
係
者
、
施
設
の

職
員
ら
約
40
人
が
出
席
し
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

　

施
設
に
は
、
居
室
29
室
と
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
用
の
１
室
の
ほ
か
、
町
内
会
の

集
会
や
直
売
市
、
展
示
会
場
と
し
て
利

用
可
能
な
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
も
備
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

建
設
の
総
事
業
費
は
約
９
億
４
千
万

円
で
、
道
と
町
の
補
助
金
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
20
日
に
は
オ
ー
プ
ン
記

念
講
演
会
が
同
施
設
で
行
わ
れ
、
町
民

ら
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
長
崎
県
で
命
や
認
知
症

を
題
材
に
し
た
作
品
を
作
り
続
け
て
い

る
詩
人
の
藤
川
幸
之
助
さ
ん
を
迎
え
「
支

え
る
側
が
支
え
ら
れ
る
と
き
」
〜
認
知

症
の
母
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
〜
を
演

題
に
自
身
の
介
護
経
験
を
も
と
に
し
た

考
え
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
に
「
ひ
ろ
」
く
「
ね
」

づ
い
た
施
設
へ

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ひ
ろ
ね
が
完
成

記念講演会で講師を務
めた藤川さん

地域密着型特別養護老人ホームひろね 完成記念式典テープカット

茶話会の様子

「
み
て
」
「
き
い
て
」
高
齢
者
施
設
の
あ
れ
こ
れ

厚
生
協
会
　
地
域
福
祉
協
力
事
業

『
知
っ
て
お
き
た
い
高
齢
者
施
設
の
基
礎
知
識
』

　

厚
生
協
会
の
初
め
て
の
試
み
と
な
る

地
域
福
祉
協
力
事
業
『
知
っ
て
お
き
た

い
高
齢
者
施
設
の
基
礎
知
識
』
が
５
月

20
日
、
聴
覚
障
害
者
養
護
老
人
ホ
ー
ム

や
す
ら
ぎ
荘
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
、

施
設
職
員
ら
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
鈴
木
政
輝
理
事
長
が

「
高
齢
者
施
設
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
地
域
の
中
で
も
情
報
共

有
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

新
得
や
す
ら
ぎ
荘
の
澤
田
直
樹
介
護

支
援
専
門
員
か
ら
、
高
齢
者
施
設
の
種

類
、
手
続
き
や
費
用
、
行
事
な
ど
の
説

明
の
ほ
か
、
施
設
に
関
し
て
寄
せ
ら
れ

る
様
々
な
疑
問
を
Q
&
A
方
式
で
解
説

さ
れ
た
後
、
２
組
に
分
か
れ
、
新
得
や

す
ら
ぎ
荘
と
ひ
ま
わ
り
荘
の
施
設
見
学

を
行
い
ま
し
た
。

　

施
設
見
学
の
後
は
、
説
明
や
見
学
で

参
加
者
が
気
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
、

相
談
員
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
話
し

合
う
茶
話
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
本
で
読
む
の
と
は
違
い
、

説
明
を
聞
い
て
実
際
の
施
設
を
見
学
す

る
こ
と
で
、
施
設
全
体
の
こ
と
が
よ
く

わ
か
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

高齢者施設に関する説明の様子

緑
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

ト
ム
ラ
ウ
シ
少
年
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
が
緑
の
羽
根
募
金
活
動

　

富
村
牛
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
加

入
し
て
い
る
ト
ム
ラ
ウ
シ
少
年
グ
リ
ー

ン
ク
ラ
ブ
が
５
月
20
日
、
町
内
４
ヶ
所

（
フ
ク
ハ
ラ
新
得
店
前
、
農
協
店
舗
前
、

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
屈
足
店
前
、
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
新
得
店
前
）
で
緑
の
羽
根
募

金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ト
ム
ラ
ウ
シ
少
年
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
で

は
、
キ
ャ
ン
プ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ワ
カ
サ

ギ
釣
り
な
ど
の
自
然
体
験
活
動
の
ほ
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
向
上
や
社
会
貢
献
、

緑
化
活
動
へ
の
意
識
向
上
を
は
か
る
た
め

の
奉
仕
活
動
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

募
金
に
協
力
し
た
方
々
か
ら
「
暑
い

中
お
疲
れ
様
、
頑
張
っ
て
ね
」
と
声
を

か
け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
「
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
24
日
に
は
、
20
日
に
町
内
４
ヶ
所

で
集
め
た
寄
付
金
４
万
３
８
２
８
円
を
役

場
産
業
課
林
務
係
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、
主
に
北
海
道
全
体

の
公
園
の
緑
化
、
森
林
の
整
備
に
使
わ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
ム
ラ
ウ
シ
少
年
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ

の
山
岸
毬
愛
団
長
は
「
呼
び
か
け
を
行

い
、
訪
れ
た
人
全
員
に
協
力
し
て
も
ら

っ
た
。
こ
の
お
金
を
北
海
道
全
体
の
森

林
保
全
と
緑
化
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

集めた寄付金を林務係へ 町内での募金活動の様子
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　屈足交通少年団（大内理瑚団長）の入退団式が５月

８日、屈足支所で開かれ、中学生となった退団者６人と

新入団員３人を含めた13人が参加しました。

　屈足交通少年団三浦尚幸会長から『「交通事故に合わ

ない」「交通ルール、マナーを身につける」「他の子ども

の見本となる」の３つを約束してください』とあいさつ

があり、その後、退団者に記念品が贈られました。

　最後に、新入団員の榊柚奈さんが「交通事故のない明

るい町にするために思いやりの気持ちをもって交通事

故防止につとめます」と誓いのことばを述べました。

屈足交通少年団入退団式

交通事故のない明るい町に

　新得神社山「春の野の花と野鳥観察会」（新得おもし

ろ調査隊主催）が５月14日に行われ、12人が参加し

ました。

　参加者は山を登りながら、道端の野草や花を見つけて

は「何という名前？」と調査隊員に質問をし、名前をメ

モするなど興味津々の様子。野草や花、鳥の知識も深め

ながら、山の散策を楽しみました。

春の野の花と野鳥観察会

道端の野草や花に興味深々

　新生の２町内会（阿部靖博会長）は５月 14日、第

33 回町内会花見に合わせ、新得警察署の井元健二生

活安全係長を講師に迎え「青空地域安全教室」を開

催し、約 50人が参加しました。

　これは、日頃から防犯情報を共有した安心安全づ

くりが必要とのことで開催され、井元係長から今多

発しているオレオレ詐欺などの特殊詐欺について説

明を受け、被害に合わないための対策や心構えを学

びました。

　教室が終わった後には会員同士会話を楽しみなが

ら、美味しい焼肉に舌鼓を打ちました。

新生の２町内会「青空地域安全教室」

防犯情報共有で地域の安全安心づくり

　コープ未来（あした）の森づくり植樹祭（生活共同組

合コープさっぽろ主催）が５月21日に開かれ、町民４

人を含めた39人が参加しました。

　この事業は道の「カーボンオフセット型森林づくり制

度」を活用し、コープ札幌と新得町が森林整備協定を結

んで森林づくりを進める一環として行われたもので、今

回はカラマツの苗２８０本を記念植樹しました。

コープ未来（あした）の森づくり植樹祭

緑いっぱいの未来へ向けて

　花いっぱい運動推進委員会（浦山壽会長）が町を花と

緑がいっぱいの美しく活気のある町にしようと「やさし

い園芸講座」を５月21日、町公民館前で開催し、親子

連れなど約50人が参加しました。

　講座では、同委員会のフラワーマスター認定者から花

を美しく咲かせるための丈夫な苗、良い土、肥料の選び

方など、花の管理についてを基礎から学びました。

やさしい園芸講座

花と緑がいっぱいの町へ

　今年１回目となる、くったり軽トラ市（同市友の会主

催）が５月20日、屈足総合会館駐車場で開かれました。

　この日は、山菜や野菜の苗、日用品など13店舗が出

店し、たくさんのお客さんで賑わいました。

　今後も９月までの月１回、同会場で開催が予定されて

いるほか、10月22日にはさわやかホールで、バンド

演奏などとコラボレーションした「くったり軽トラ市ま

つり」が予定されています。

　お問い合わせは、役場屈足支所（65-2111）まで。

くったり軽トラ市　９年目がスタート

地域活性化のため今年もやります

　第67回新得神社山桜まつり（実行委員会主催）が５

月７日、新得神社境内で行われました。

　今年は２年連続満開の桜のもとでの開催となり、風が

強い中でしたが晴天にめぐまれ、多くの人がシートを広

げて焼肉を楽しんでいました。

　まつりは、新得中学校吹奏楽部の演奏から始まり、新

得音頭保存会と新得幼稚園の園児による「新得音頭」、

飛び入り参加可能なカラオケ大会が行われました。

　最後に、恒例のお楽しみ抽選会が行われ、盛況のうち

に終了となりました。

第 67 回新得神社山桜まつり

満開の桜のもとお花見

　第16回新得町フロアカーリング交歓大会が５月15

日、17日に行われ、総勢25チーム、初心者から上級

者まで66人が楽しみつつ上位を目指して大会に臨みま

した。

　決勝は「アサ＆ミ」（片桐浅夫さん・片桐美恵子さん）

と「セキウス」（関ゆり子さん・水本敏政さん）との対

戦となり、熱戦の末「アサ＆ミ」が優勝を果たしました。

　４位までの順位は次のとおり

　優勝　　アサ＆ミ　準優勝　セキウス

　３位　　カズ　　　４位　　ＫＫＲ

第 16 回新得町フロアカーリング交歓大会

初心者から上級者まで楽しく交流
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　新生の２町内会と新得保育所の園児が交流を兼ねて

行う種まき交流会が５月23日に保育所の畑で行われ、

園児72人がトマト、じゃがいも、とうもろこしなど

10種類の野菜を植えました。

　新生の２町内会からは阿部靖博町内会長と中村亮三

さん、秋田弘子さんが参加し、園児に種まきの指導を行

いました。

　園児は種まきが終わった後に「おいしくなーれ、おい

しくなーれ」と願いを込めていました。秋にはおいしい

野菜が収穫できそうです。

新得保育所種まき交流会

おいしくなーれ、おいしくなーれ

「やる氣」をあげるコツを教えます！

しんとく元氣アップ講演会

　しんとく元氣アップ講演会が５月25日、昼の部は

「元氣アップ〜心のサプリメント〜」と題して町公民

館で開催され、夜の部は「笑顔のパパママ増量大作戦

〜イライラしない子育て〜」と題して町保健福祉セン

ターなごみで開催されました。

　講演会では、笑華尊塾代表の塩谷隆治さんが、　「し

あわせを連鎖させる」をテーマに、高校の保健体育教

師としての勤務経験から、日常にハイタッチを取り入

れることなど、笑顔を伝播させ、不機嫌を解消し個々

やチームの可能性を最大限引き出すコツを話しまし

た。

　また、夜の部では、子育てに疲れたおとなや、子ど

もも一緒に笑顔になる方法として、イライラしない考

え方をもつための行動、疲れにくい体のつくり方など

についても話をしました。

　講演会の中では、参加者同士でのハイタッチを実践し、

前向きで明るくユーモア溢れる塩谷講師の話を聞き、参

加者には「やる氣」に満ちた笑顔が溢れていました。

　ケロポン&タケポンファミリーコンサートが５月21

日、町公民館で開かれ、町内外から約450人が来場し

ました。

　ケロポンズ（増田裕子さん、平田明子さん）の遊び歌、

大友剛さんのマジックショーや絵本の読み聞かせのほ

か、パネルシアター、ジェスチャーゲームなどの多種多

様な催しに子どもたちは大興奮。

　ハーモニカやピアノなどを使った歌や踊りに合わせ

て、大人も子どもも一緒になって手を振ったり足踏みを

したりと会場は大盛りあがりとなりました。

ケロポン & タケポンファミリーコンサート

守り続けられる　まちの歴史的文化

　新得山新四国八十八ヶ所・一畑薬師保存会（古川盛会

長）が５月21日、新得山新四国八十八ヶ所で「お山開き」

を開催しました。

　同所は、昭和６年に脇タネ氏が四国八十八ヶ所の砂を

持ち帰り、石仏一体一体の下に埋め、新得の地でも四

国八十八ヶ所の巡礼ができるようにと創設されました。

以来、有志の方の保存継続の努力により、新得町の歴史

的文化・風土として継承されています。

　当日は、大師堂での法要に多くの方がお詣りに訪れ、

参道を巡っていました。

新得山新四国八十八ヶ所お山開き

歌って踊って楽しいひととき

屈足保育園の園児が稲の苗植え

おいしいお米になりますように

　屈足保育園の園児 32 人が５月 31 日、園舎横の広

場で稲の苗植えを行いました。

　この行事は、昭和 50年代まで屈足地区で盛んに行

われていた稲作の歴史を園児にも知ってもらい、収

穫の喜びとお米の大切さを感じてもらうことを目的

としています。

　日高町の下村農園から贈られた苗を園児たち自ら

が植え、秋には収穫したお米を使ったおにぎりづく

りが予定されています。

　園児たちは、手を泥だらけにしながら一生懸命苗

を植えていました。

　100年前に造られた旧狩勝線の線路跡と林道を走る狩

勝トレイルランニング（実行委員会主催）が５月28日

に開催され、道内外から221人が参加しました。

　20km、10km、4km の３種目で実施され、旧新内

駅をスタートし、日本三大車窓といわれた自然豊か

な展望と、歴史ある橋など鉄道史跡を楽しみながら

コースを満喫しました。

　この日は晴天に恵まれ、ランナーは新緑豊かなコ

ースを自然の躍動を感じながら健脚を競い、気持ち

の良い汗を流していました。

2017　7th 狩勝トレイルランニング

新得高校オダッシュ部が新得保育所を訪問

高校生と楽しく遊ぼう

　新得高校オダッシュ部（今野喬祐部長）５人が５

月 30 日、新得保育所を訪れ、園児約 50 人と遊びを

通して交流を深めました。

　部員が用意した、手遊び、ぬり絵、紙芝居で園児

たちは大はしゃぎしながら、お兄さん、お姉さんた

ちとの遊びを楽しみました。

　今野部長は「子どもが大好きなので、やっていて

とても楽しいです」と話していました。

大自然を駆け抜ける
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佐幌川流送跡地に立てられた史跡標柱

用
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、
そ
ん
な
に
揉
め
る
の
か
と
の
思
い

か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
町
政
で
も
あ
り
得

る
こ
と
な
の
で
は
と
考
え
、
何
人
か
の
方
と

意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

話
の
中
で
、
私
の
主
張
は
「
時
に
は
忖
度

は
必
要
」
で
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
困
り
事
が
起
き
、
場
合

に
よ
っ
て
は「
町
長
、何
と
か
な
り
ま
せ
ん
か
」

と
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
は

一
人
の
困
り
事
で
も
、
公
益
性
が
あ
り
公
共

性
が
高
い
と
感
じ
た
と
き
は
、関
係
者
に
「
何

と
か
な
ら
な
い
の
か
」
と
強
い
調
子
で
話
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

忖
度
の
意
味
が
微
妙
に
違
う
方
も
い
ま
し

た
が
、
他
の
方
も
「
忖
度
は
必
要
」
と
い
う

お
話
で
し
た
。

　

国
と
町
で
は
権
限
が
違
い
す
ぎ
ま
す
が
、

町
政
に
お
い
て
の
忖
度
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
？

　

二
点
目
は
、
プ
ロ
野
球
日
本
ハ
ム
の
選
手

の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
新
得
町
の
名
前
が
入
る
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
対
象
に

な
っ
て
い
た
全
16
試
合
が
終
わ
り
ま
し
た
。

成
績
は
12
勝
４
敗
で
し
た
。

　

こ
の
間
、
様
々
な
方
か
ら
、
名
前
が
入
っ

た
こ
と
に
驚
い
た
こ
と
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
な
っ

た
こ
と
、
名
前
が
入
っ
て
い
る
試
合
の
成
績

が
良
か
っ
た
な
ど
、
新
得
に
と
っ
て
良
い
結

果
に
な
っ
た
と
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
出
来
事
は
反
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
野
球
に
限
ら
ず
、
小
中
学
生
の
ス
ポ

ー
ツ
で
の
活
躍
、
新
得
発
祥
の
フ
ロ
ア
カ
ー

リ
ン
グ
、
こ
れ
か
ら
普
及
が
始
ま
る
バ
ン
デ

ィ
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
町
の
Ｐ
Ｒ
に

繋
が
る
取
り
組
み
に
は
積
極
的
な
対
応
を
進

め
た
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
活
躍
に
つ
い
て
も
応
援
し

て
い
き
ま
す
。
是
非
、
皆
さ
ん
の
応
援
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
に
、
普
段
な
か
な
か
見
え
な
い
頼
も
し

い
役
場
若
手
職
員
の
動
き
を
報
告
し
ま
す
。

　

町
内
に
は
100
戸
を
超
え
る
個
人
の
空
き
住

宅
が
あ
り
、
住
宅
資
源
と
し
て
何
と
か
再
利

用
が
出
来
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
若

手
職
員
の
政
策
提
案
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
議

論
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
も
人
口
が
減
り
ま
し
た
が
、
55

人
の
社
会
増
が
あ
り
住
宅
が
不
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
社
会
増
が
続
く
の
か
は
不
透
明

で
す
が
、
空
き
住
宅
に
目
を
向
け
て
対
応
し

て
い
く
事
は
大
変
良
い
こ
と
と
思
っ
て
お
り
、

期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
※
忖
度
（
そ
ん
た
く
）

　

他
人
の
心
中
を
お
し
は
か
る
こ
と
。
推
察
。

町長室から

こんにちは

新得町長　浜田正利
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  お問い合わせ   屈足西２線４４番地   ㈱新得ファーム  

担当：幸（ユキ）   電話：090-1309-1171（9時〜17時）  

）  

（つ     

年齢：16歳〜60歳位まで	
 期間：6月中旬〜12月中旬 
時間：ＡＭ5：00〜ＰＭ5：00（週 3～6日、3～8時間位） 
業務：①食鶏加工（第１次加工 1200円〜、２次 1000円〜） 
	
 	
 	
 ②梱包作業	
 900円〜	
 ③清掃作業	
 800円〜 

パート・アルバイト募集！ 
新得地鶏処理加工場 あなたのお店のコマーシャルをしてみませんか？

このスペース（4.5cm× 8.8cm・２枠）を広告用の枠と
して開放していますので、ぜひご利用ください。
詳しくは町ホームページ、または広報広聴係（64-0521）
にご相談ください。
掲載料は１回2,500円です。
※申し込みが２件を超える場合は、抽選となります。
　また、申請書の提出等ありますので、ご相談はお早めに！

〜有料広告を募集しています〜

■
一
般
書

・
ほ
っ
か
い
ど
う
山
楽
紀
行
（
坂
口
一
弘
）

・
あ
る
日
う
っ
か
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
杉
江
松
恋
）

・
よ
う
こ
そ
、認
知
症
カ
フ
ェ
へ（
武
地
一
）

・「
乳
酸
発
酵
漬
け
」
の
作
り
お
き

                               

（
荻
野
恭
子
）

・
ぼ
く
の
か
ら
だ
に
よ
い
お
や
つ
（
ぼ
く
）

・
毎
日
、
ハ
ッ
カ
生
活
。

                  

（
北
見
ハ
ッ
カ
愛
好
会
）

・
沖
ノ
島                   

（
藤
原
新
也
）

・
孤
道                       

（
内
田
康
夫
）

・
ラ
ブ
・
ミ
ー
・
テ
ン
ダ
ー（
小
路
幸
也
）

・
僕
が
殺
し
た
人
と
僕
を
殺
し
た
人     

                               

（
東
山
彰
良
）

・
ラ
ジ
オ
・
ガ
ガ
ガ      

（
原
田
ひ
香
）

・
暗
手                          

（
馳
星
周
）

・
チ
ェ
ー
ン
・
ピ
ー
プ
ル
（
三
崎
亜
記
）

・
女
と
男
の
品
格
。      

（
伊
集
院
静
）

・
い
の
ち
の
車
窓
か
ら      

（
星
野
源
）

■
児
童
書

・
い
た
ず
ら
お
お
か
み
く
ん

                     

（
き
む
ら
ゆ
う
い
ち
）

・
え
え
た
ま
い
っ
ち
ょ
う
！

                  

（
く
す
の
き
し
げ
の
り
）

・
へ
ん
て
こ
レ
ス
ト
ラ
ン（
古
内
ヨ
シ
）

・
ほ
う
ち
ょ
う
さ
ん
き
き
い
っ
ぱ
つ

                     

（
み
や
に
し
た
つ
や
）

・
つ
ま
ん
な
い
つ
ま
ん
な
い

                  

（
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
）

「
か
が
み
の
孤
城
」
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
辻
村
　
深
月

　

教
室
で
の
居
場
所
を
な
く
し
て
し
ま
っ

た
中
学
生
の
こ
こ
ろ
は
、
朝
に
な
る
と
腹

痛
を
起
こ
す
よ
う
に
な
り
、
ま
っ
た
く
学

校
に
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
い
き
な
り
鏡
が
光
り

出
し
、
触
れ
る
と
鏡
の
向
こ
う
側
に
吸
い

込
ま
れ
る
よ
う
に
移
動
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
、
城
の
よ
う
な
不
思

議
な
建
物
。
そ
こ
に
は
ち
ょ
う
ど
こ
こ
ろ

と
同
じ
中
学
生
ば
か
り
が
7
人
集
め
ら
れ

て
い
た
。

　

9
時
か
ら
17
時
ま
で
。
時
間
厳
守
の
そ

の
城
で
、
胸
に
秘
め
た
願
い
を
叶
え
る
た

め
、
7
人
は
隠
さ
れ
た
鍵
を
探
す
―
。
な

ぜ
こ
の
7
人
が
、
な
ぜ
こ
の
場
所
に
。
す

べ
て
が
明
ら
か
に
な
る
と
き
、
驚
き
と
と

も
に
大
き
な
感
動
に
包
ま
れ
る
。
生
き
づ

ら
さ
を
感
じ
て
い
る
す
べ
て
の
人
に
贈
る

物
語
。一
気
読
み
必
至
の
著
者
最
高
傑
作
。

　
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
（
東

京
）
か
ら
の
出
向
に
よ
り
、

４
月
か
ら
社
会
福
祉
法
人
厚

生
協
会
第
２
わ
か
ふ
じ
寮
で

勤
務
し
て
い
る
戸
石
さ
ん
に
、

新
得
町
の
印
象
や
こ
れ
か
ら

の
抱
負
な
ど
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。 福祉の最前線で

多くを学び
成長していきたい

戸石　鈴さん

●
厚
生
協
会
に
出
向
と
な
っ
た

経
緯
は
？

　
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

総
務
部
で
人
事
に
か
か
わ
る
仕

事
を
担
当
し
て
お
り
、
今
年
で

３
年
目
と
な
り
ま
す
。
全
国
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
、
実
際
の

福
祉
の
現
場
に
出
て
経
験
を
積

む
た
め
、
若
手
の
職

員
が
全
国
各
地
に
出

向
し
て
お
り
、
私
は

職
員
交
流
に
よ
り
厚

生
協
会
に
１
年
間
出

向
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

●
働
い
て
み
て
の
苦

労
や
、
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

　

着
任
後
、
４
月
か

ら
の
１
ヶ
月
は
軽
作
業
棟
で
現

場
実
習
を
し
ま
し
た
。
５
月
か

ら
は
、
本
格
的
に
生
活
支
援
員

と
し
て
の
仕
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。
利
用
者
の
生
活
に
関
わ

る
業
務
全
般
の
ほ
か
、
施
設
の

環
境
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
利
用
者
１
人
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
対
応
を
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
仕
事
を
覚
え
る
こ
と

に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
お
互
い

が
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
相
手
の
方
の
手
話
が
読

み
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
手
話
に
も
方
言
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
、
北
海
道
と
東
京

で
違
っ
て
い
た
り
、
町
ご
と
で

も
違
う
も
の
も
あ
れ
ば
、
わ
か

ふ
じ
寮
の
中
で
し
か
通
じ
な
い

よ
う
な
も
の
さ
え
あ
る
ぐ
ら
い

で
す
。
日
常
的
に
よ
く
使
う
言

葉
ほ
ど
違
う
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。
利
用
者
に
合
わ
せ
て
手

話
を
使
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す

が
、
気
を
つ
け
な
い
と
、
つ
い

新
得
に
来
る
ま
で
の
手
話
を
使

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
ぜ
通
じ

て
い
な
い
の
か
が
わ
か
ら
ず
、

あ
と
か
ら
失
敗
し
た
な
ぁ
と
気

づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
慣
れ

て
き
て
、
相
手
の
方
か
ら
話
し

か
け
て
い
た
だ
い
た
と
き
は
嬉

し
い
で
す
。

●
新
得
町
の
印
象
は
？
　

　

新
得
に
来
て
、
ま
ず
初
め
に

思
っ
た
の
は
、
す
ぐ
近
く
に
山

が
あ
る
…
そ
れ
も
そ
こ
ら
じ

ゅ
う
山
だ
！
と
（
笑
）
家
か
ら

職
場
ま
で
山
を
見
な
が
ら
歩
く

の
は
と
て
も
気
持
ち
が
良
い
で

す
。

　

新
得
の
お
店
に
買
い
物
に
行

く
と
話
し
や
す
い
で
す
。
手
話

が
通
じ
な
く
て
も
、
筆
談
し
て

く
れ
た
り
、
身
振
り
手
振
り
で

伝
え
て
く
れ
ま
す
。
耳
が
聞
こ

え
な
い
私
が
来
店
し
た
こ
と
に

と
ま
ど
い
が
な
く
、
と
て
も
ス

ム
ー
ズ
に
対
応
し
て
も
ら
え
る

こ
と
に
驚
き
ま
す
。
東
京
で
は

店
員
に
と
ま
ど
わ
れ
る
こ
と
も

多
い
の
で
。

　

４
月
に
新
得
に
来
た
と
き

は
、
東
京
で
は
２
月
ぐ
ら
い
の

気
温
だ
っ
た
の
で
寒
か
っ
た
で

す
。
ま
だ
本
格
的
な
冬
を
経
験

し
て
い
な
い
の
で
、
楽
し
み
な

反
面
不
安
で
す
。
雪
か
き
を
す

る
生
活
を
送
っ
た
こ
と
が
な
い

の
で
、
雪
か
き
の
技
術
を
教
え

て
欲
し
い
で
す
（
笑
）

●
趣
味
や
特
技
は
な
ん
で
す

か
？
　

　

パ
ズ
ル
を
解
く
こ
と
が
好
き

で
、
新
聞
に
載
っ
て
い
る
も
の

や
、
雑
誌
を
買
っ
て
挑
戦
し
て

い
ま
す
。

　

あ
と
は
、
知
ら
な
い
場
所
を

ふ
ら
っ
と
見
て
回
る
の
が
好
き

で
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

は
自
転
車
で
帯
広
ま
で
行
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
（
笑
）
本
当
は

帯
広
ま
で
行
く
つ
も
り
は
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
追
い
風
で
気

持
ち
よ
く
て
。
帰
り
は
向
か
い

風
で
４
時
間
か
か
り
大
変
で
し

た
…
。
と
て
も
暑
い
日
だ
っ
た

の
で
日
焼
け
し
て
今
も
少
し
跡

が
残
っ
て
い
ま
す
（
笑
）

●
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

他
の
職
員
の
方
々
と
一
緒
に

働
き
な
が
ら
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
か
を
学
び
、

利
用
者
の
方
々
と
、
も
っ
と
お

互
い
の
理
解
を
深
め
て
信
頼
関

係
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

といし　りんさん

平成３年６月生まれ（２６歳）
千葉県船橋市出身
　
明治大学法学部を卒業後、全国
社会福祉協議会に勤務。４月か
ら職員交流で社会福祉法人厚生
協会に出向中。

家族が生前お世話になったお礼に
○森田桂次（北友会）
　社会福祉協議会に５万円
○伊藤賢一（双互会）
　社会福祉協議会に１万円

町や町の施設に
○商工会青年部
　小学校児童に学習帳２６０冊
　保育所・幼稚園園児に折り紙２００冊
○下村農園　下村康博（日高町）
　屈足保育園に稲の苗　約５００本

おくやみ

竹内　昌子

湯淺　　子

松田　春惠

西田　照邦

村瀬　一雄

(85 )

( 88 )

( 95 )

( 82 )

( 80 )

5/  3

5/10

5/13

5/25

5/25

栄 町 会

上 サ ホ ロ

北 友 会

新 友 会

中 和 会
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日 水

日

月

火

土

日

金土

火

水

木

金

土

月

火

木

金

土

日

月

火

水

木

月

水

木

金

土

 サホロ湖遊漁解禁～9/30
 わくわく体験教室（町民体育館）9:00
 絵本作家　内田麟太郎講演会（なごみ）10:30

 

日

 

月

 新得わすれん塾（なごみ）9:00
 健康相談・栄養相談（なごみ）10:00

 

 

 健康相談（屈足）10:00
 寿教室（公民館）10:00
 健診結果説明会（なごみ）10:00

 

 

 夏の交通安全運動～20日
 屈足地区巡回診療（らら）9:30

77

 

　

 【海の日】
 わくわく体験教室（公民館）9:00

 

 

 新得わすれん塾（なごみ）9:00
 健康相談・栄養相談（なごみ）10:00

 

 
　

  

 おはなし会（なかよし）15:15
 新得幼稚園七夕まつり  18:00
 移動図書館車かりかち号運行

 

 土曜おはなし会（図書館)11:00
 第23回屈足さわやかビールパーティー
 （総合会館駐車場）18:00
 新得高校行灯パレード 18:00

 育児の日
 新得わすれん塾（なごみ）9:00
 健康相談・栄養相談（なごみ）10:00
 健診結果説明会（なごみ）10:00

 
 

 

 新得町戦没者追悼式（公民館）10：00
 

 新得・屈足合同わすれん塾
 （焼肉ハウス）9:00
 健康相談・栄養相談（なごみ）10:00

 

 新得町長選挙告示日
 屈足わすれん塾（総合会館）9:00
 屈足地区巡回診療（らら）9:30
乳幼児健診（なごみ）診察あり12:15/診察なし13:10

 

 

 第34回狩勝サマーロードレース大会
 (サホロリバーサイド運動広場）8:30
 新得高校・新得高等支援学校学校祭11:00

 健康相談（屈足）10:00
 寿教室バス遠足
 

 健康相談（屈足）10:00
 新内ホールコンサート 19:00
 移動図書館車かりかち号運行

 健康相談（屈足）10:00
 巡回児童相談（なごみ）10:00
 移動図書館車かりかち号運行

 

 夏休みなかよし学習塾（新得小）8:30
 おはなし会（なかよし）15:15
 新得保育所七夕交流会  18:30
 移動図書館車かりかち号運行

 介護・ものわすれ相談（なごみ）9:00
 屈足わすれん塾（総合会館）9:00
 屈足地区巡回診療（らら）9:30

 屈足わすれん塾（総合会館）9:00
 屈足地区巡回診療（らら）9:30
 にこにこタッチ（なかよし）10:00

 子育て相談（なかよし）10:00
 

 健診結果説明会（屈足）10:00
 屈足保育園夏の夕べ 18:30
 大平まゆみヴァイオリンコンサート
 （屈足）18:30

 ワイワイ・ビアパーティー
 （なごみ前駐車場）17:00
 

 タカトシ寄席in新得町（公民館）13:00
 

 ガンケフェス2017（レイクイン）11:00
 

 夏休みなかよし学習塾（新得小）8:30
 第24回新得そばの里まつり
 （新得そばの里公園）10:00

 くったり軽トラ市（総合会館駐車場）9:00
 

 夏休みなかよし学習塾（新得小）8:30

 新得町長選挙投票日
 

◆平成 29 年５月末の人口（　）は前月比：6,186 人（± 0）　男：3,025 人（+3）　女：3,161 人（-3）　世帯数：3,325（+4）◆

　 ※外国人を含めた数で掲載
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７月の納期限は

25日まで

固定資産税第２期、国民健康保険税第１期、後期高齢者医療保険料
普通徴収第１期、介護保険料普通徴収第１期、
上下水道使用料（６月〜７月分） 昨年の新得幼稚園七夕祭りの様子

　中
なかむら

村　朱
あ か り

里ちゃん

平成 28 年 11 月 21 日生まれ

パパ　慎　ママ　静　
つつじヶ丘会

菊
き く ち

池　叶
か な た

楽くん

平成 28 年 11 月 24 日生まれ

パパ　章太　ママ　望美　
新生の１会

林
りん

　景
けいせい

星くん

平成 28 年 11 月８日生まれ

パパ　銀 　ママ　仁美
新生の２会


